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学
校
の
臨
時
休
業
中
に
お
け
る
家
庭
学
習
の
取
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
臨
時
休
業
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
令
和
二
年
五
月
二

十
五
日
、
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
学
校
が
順
次
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
校
の
臨

時
休
業
期
間
中
の
家
庭
学
習
の
扱
い
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

四
月
十
日
の
文
部
科
学
省
通
知
（
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
臨
時
休
業
等
に
伴
い
学
校
に
登
校
で

き
な
い
児
童
生
徒
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
」
）
に
よ
る
と
、
臨
時
休
業
期
間
中
の
家
庭
学
習
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
学
校
再
開
後
に
対
面
指
導
で
取
り
扱
わ
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
双
方
向
の
授
業
が
行
わ

れ
た
事
例
を
除
き
、
家
庭
学
習
で
は
、
教
員
に
よ
る
授
業
と
同
じ
よ
う
に
学
習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
た
水
準
の
教
育
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
通
知
に
お
い
て
不
要
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

臨
時
休
業
期
間
中
の
家
庭
学
習
に
つ
い
て
、
プ
リ
ン
ト
で
対
応
し
て
い
る
地
域
で
は
、
幅
広
い
範
囲
の
学
習
内
容
が
課
さ

れ
た
場
合
も
あ
り
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
多
子
世
帯
な
ど
、
子
供
へ
の
教
育
に
時
間
を
と
り
に
く
い
家
庭
と
そ
う
で

は
な
い
家
庭
で
は
、
教
育
格
差
が
生
じ
か
ね
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

 
 

臨
時
休
業
期
間
中
の
家
庭
学
習
は
、
教
員
が
プ
リ
ン
ト
で
指
示
を
出
せ
ば
、
家
庭
学
習
で
の
対
応
が
困
難
で
あ
っ
て
も
教



 

２ 

 

育
は
完
了
し
た
こ
と
と
さ
れ
か
ね
な
い
。
学
校
再
開
後
の
補
充
授
業
や
補
習
は
、
可
能
な
限
り
で
は
な
く
、
要
点
を
絞
っ
た

授
業
や
補
習
の
実
施
を
義
務
化
し
な
け
れ
ば
児
童
生
徒
の
学
習
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の

見
解
を
問
う
。 

三 

前
述
の
四
月
十
日
の
文
部
科
学
省
通
知
で
は
、
家
庭
で
の
学
習
状
況
や
成
果
を
学
校
に
お
け
る
学
習
評
価
へ
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
、
家
庭
で
の
学
習
状
況
や
成
果
を
確
認
し
評
価
に
反
映
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
の
実
施
を

公
表
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
。
一
方
で
、
保
護
者
か
ら
は
、
家
庭
学
習
を
課
し
た
内
容
に
関
す
る
理
解
度
の
確
認

に
と
ど
ま
ら
ず
、
授
業
や
補
習
を
実
施
せ
ず
に
テ
ス
ト
に
よ
る
学
習
評
価
を
行
う
こ
と
へ
の
不
安
や
批
判
が
あ
る
。
家
庭
学

習
を
課
し
た
内
容
に
関
す
る
テ
ス
ト
は
、
学
習
状
況
の
確
認
に
の
み
利
用
し
、
学
校
で
の
学
習
評
価
に
は
反
映
し
な
い
こ
と

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

五
月
十
三
日
の
文
部
科
学
省
通
知
（
「
中
学
校
等
の
臨
時
休
業
の
実
施
等
を
踏
ま
え
た
令
和
三
年
度
高
等
学
校
入
学
者
選

抜
等
に
お
け
る
配
慮
事
項
に
つ
い
て
」
）
で
は
、
令
和
三
年
度
高
校
入
試
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
学
習
状
況
を
踏
ま

え
、
適
切
な
出
題
範
囲
や
内
容
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
よ
り
出
題

範
囲
が
異
な
る
こ
と
で
、
対
応
に
苦
慮
す
る
受
験
生
が
出
る
懸
念
は
な
い
か
。
入
試
の
時
期
を
後
ろ
に
ず
ら
し
つ
つ
、
教
員
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に
よ
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
授
業
を
行
い
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

五 

教
育
基
本
法
第
十
条
に
規
定
さ
れ
た
家
庭
教
育
を
根
拠
に
、
学
校
の
臨
時
休
業
中
は
、
親
が
学
校
の
代
わ
り
に
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
て
子
を
教
育
す
る
義
務
が
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
教
育
基
本
法
及
び
学
習
指
導
要
領
は
、
教
員
免
許
を
持

た
な
い
親
に
よ
る
教
育
に
よ
り
、
一
定
の
学
力
水
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


